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正
徳
六
年
(
一
七
一
六
年
)
以
前
に
吉
田
言
倫

慶
斎
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
と
い
う
『
若
狭
郡
県

士
山
』
巻
之
第
一
若
狭
国
郡
部
の
中
に

遠
敷
郡

向
若
録
遠
敷
上
下
宮
ノ
条
下
ニ
日
本
称
a

一
多
太
明

神
一
惣
夫
レ
多
ノ
字
倭
訓
遠
敷
之
故
以
二
思
敷
イ

換
コ
多
ノ
宇
一
一
千
本
或
作
二
多
郡
一
而
後
改
二
遠
敷

郡
一
一
千
且
聞
彦
火
々
出
見
尊
/
神
育
称
二
多
氏
一

然
則
神
喬
来
二
居
此
ノ
邦
一
者
以
ν
郡
為
レ
氏
以
一
ニ

其
為
二
祖
神
一
之
故
始
杷
-
一
彦
火
火
出
見
尊
ヲ
子

此
邦
一
一
乎

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
十
三
年
出
版
の
中
石

く
に

、日

1
1

一コ、

it

「
遠
敷
」
の
語
原

7の2

政
久
氏
U
邦
訳
な
ど
を
参
照
し
つ
〉
乙
れ
を
読
解

す
る
と
、
こ
の
章
一
の
大
意
は
「
向
若
録
の
中
に
、

遠
敷
上
下
宮
は
、
も
と
多
太
明
神
と
称
し
た
が
多

冗

フ

字
の
訓
が
遠
敷
で
あ
る
た
め
に
多
太
明
神
を
遠
敷

大
明
神
と
書
く
よ
う
に
な
り
、
或
は
郡
名
も
多
郡

で
あ
っ
た
も
の
を
遠
敷
郡
と
書
く
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
彦
火
々
見
尊
の
神
育
は
多
氏

宇
佐
称
す
る
が
、
其
育
が
こ
の
郡
に
来
居
し
た
の
で

郡
名
を
も
民
の
名
と
同
じ
く
多
郡
l
l
l
遠
敷
郡
と

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
、
と
あ
る
」
の
意
と
解

釈
す
る
と
と
が
で
き
る
(
私
の
読
解
に
誤
り
が
あ

れ
ば
御
教
示
を
仰
ぎ
た
く
)

0

所
で
、
と
れ
を
原

典
で
あ
る
千
賀
玉
斉
著
『
向
若
録
』
(
寛
文
年
聞

の
著
)
に
尋
ね
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ

て
い
る
。

遠
敷
上
下
宮

小
浜
減
東
里
余
遠
敷
有
上
下
宮
。
杷
彦
火
火
出

見
尊
。
世
称
遠
敷
大
明
神
是
也
。
国
民
敬
仰
。

本
称
多
大
明
神
。
想
夫
。
多
字
倭
訓
遠
敷
之
故

以
遠
敷
換
多
字
予
。
本
或
作
多
郡
。
而
後
改
遠

敷
郡
乎
。
日
開
彦
火
々
出
見
尊
神
夜
間
称
多
氏
。

然
則
神
育
来
居
此
郡
者
。
以
郡
為
氏
。
以
其
為

祖
神
之
故
。
始
紀
彦
火
々
出
見
尊
千
此
郡
市
J

。

即
ち
「
郡
県
志
」
が
忠
実
に
『
向
若
録
』
に
拠
っ

て
い
る
と
と
を
知
る
わ
け
で
あ
る
が
、
郡
県
士
山
の

。

「
本
称
多
太
明
神
」
が
原
典
た
る
向
若
録
で
は

o
 

「
本
称
多
大
明
神
」
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
と
思
う
。
か
く
の
如
く
「
多
大
明

神
L

と
書
か
れ
て
こ
そ
「
オ
ホ
の
大
明
神
」
即
ち

J
4

『ノ

「
オ
フ
の
大
明
神
」
と
し
て
「
遠
敷
大
明
神
」
と

置
換
え
得
る
か
ら
で
あ
る
。
{
『
若
狭
郡
県
志
』
『

F

向
若
録
』
と
も
伴
信

友
師
旧
蔵
、
楯
雨
竹
J

氏
現
蔵
本
に
よ
る
q

」

以
上
の
ニ
書
の
説
く
所
は
、
明
ら
か
に
「
遠
敷
」

の
語
原
を
「
多
」
に
あ
る
も
の
と
し
、
多
と
は
彦

火
火
出
見
尊
の
御
神
育
で
あ
る
多
氏
の
名
に
基
く

と
主
張
(
少
な
く
と
も
想
定
)
し
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
市
し
て
、
両
者
と
も
若
狭
の
歴
史

上
に
重
要
な
地
位
を
占
め
る
儒
学
者
の
所
説
で
あ

っ
て
、
私
も
こ
れ
を
尊
量
す
る
が
、
こ
の
語
原
解

釈
は
正
し
い
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
即

ち
、
「
多
」
も
「
遠
敷
」
も
共
に
「
お
ふ
」
と
読

ん
で
少
し
も
疑
わ
な
い
の
は
江
戸
時
代
の
儒
者
と

し
て
止
む
を
得
な
い
こ
と
と
思
う
が
、
ア
行
の

「
お
」
と
ワ
行
の
「
を
」
が
平
安
中
期
以
前
の
国

語
に
於
い
て
正
確
に
区
別
き
れ
て
い
た
事
実
を
知

る
な
ら
ば
っ
以
遠
敷
換
多
字
」
な
ど
と
は
決
し
て

言
わ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
遠
敷
の
名
は
既
に

天
平
十
九
年
(
七
四
七
年
)
の
大
倭
国
『
大
安
寺

伽
擦
縁
起
流
記
資
財
帳
』
に
「
若
狭
国
子
入
部
島

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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山
市
町
」
と
あ
る
の
を
初
見
と
し
て
、
奈
良
朝
時

代
の
記
録
や
平
安
前
期
編
纂
の
正
史
に
も
遠
敷
」

の
地
名
や
人
名
が
見
え
て
い
る
の
で
、
『
和
名
類

虫
採
紗
』
国
郡
部
の
和
訓
に
も
「
遠
敷
」
の
郡
名
と

郷
名
を
夫
々
「
乎
爾
不
」
「
乎
爾
布
」
と
し
て
い

る
通
り
、
そ
れ
が
ワ
行
の
「
を
」
で
始
ま
る
名
称

で
あ
る
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
。
一
方
、
多

氏
に
つ
い
て
は
既
に
古
事
記
に
も
「
意
富
」
臣
と

あ
っ
て
そ
の
頭
音
が
ア
行
の
「
お
」
で
あ
る
ζ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
「
遠
敷
」
を
「
多
し
に

基
く
と
す
る
ζ

と
は
誤
り
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

な
お
、
歴
史
に
著
名
な
多
民
は
「
太
」
「
意
富
」

「
意
保
」
等
と
も
書
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が

(
「
意
富
」
と
書
か
れ
で
も
「
富
」
は
奈
良
時
代

の
古
典
の
例
に
従
っ
て
「
ふ
」
で
な
く
「
ほ
」
と

読
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
と
に
注
意
)
、
す

べ
て
神
武
天
皇
の
皇
子
神
八
井
耳
命
を
祖
と
す
る

と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
彦
火
火
出
見
尊
の
簡
が
多

民
で
あ
る
と
い
う
記
録
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は

絶
無
で
あ
る
。
か
く
て
、
「
遠
敷
」
の
起
源
を

「
多
」
に
求
め
る
と
と
は
牽
強
附
会
に
過
ぎ
ぬ
、

と
私
は
断
定
す
る
。

所
で
、
右
の
遠
敷
「
多
」
説
は
必
ず
し
も
千
賀

玉
斉
に
始
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
更
に
遡
っ
て
そ

の
源
を
尋
ね
る
ζ

と
が
で
き
る
様
子
で
あ
る
。
即

ち
、
江
戸
初
期
の
儒
官
と
し
て
誉
れ
も
高
い
林
羅

山
の
『
本
朝
神
社
考
』
中
之
四
の
中
に
「
若
狭
比

吉
神
」
「
若
狭
多
大
神
」
の
二
社
に
つ
い
て
そ
の

縁
起
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、

ζ

の
二
社
は
目
録

に
於
い
て
は
夫
々
「
比
吉
」
「
遠
敷
」
と
掲
示
さ

れ
て
お
り
、
比
士
ロ
は
若
狭
比
吉
神
(
社
)
、
逮
敷

は
若
狭
多
大
神
(
社
)
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
若
狭
比
吉
神
社
に
つ
い
て

神
願
寺
(
吉
田
東
伍
博
士
の
『
大
日
本
地
名
辞

ヒ
ム
?
ノ

書
』
に
よ
れ
ば
神
宮
寺
の
ζ

と
)
と
比
吉
大
神
の

テ

フ

ノ

ζ

と
が
、
若
狭
多
大
神
社
に
つ
い
て
は
遠
敷
明
神

と
若
狭
井
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
神
社

考
」
の
こ
の
記
載
に
よ
っ
て
、
羅
山
が
、
若
狭
に

は
若
狭
比
吉
神
社
と
若
狭
多
大
神
社
が
あ
り

B
つ

若
狭
多
大
神
と
は
遠
敷
明
神
の
乙
と
で
あ
る
と
考

え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
服
組
山
の

こ
の
考
え
が
、
そ
し
て
こ
の
神
社
考
の
記
録
が
経

山
の
流
れ
ぞ
汲
む
後
世
の
儒
者
に
伝
わ
っ
て
、
速

敷
の
語
原
「
多
」
説
と
な
っ
て
表
わ
れ
た
も
の
と

私
は
推
測
し
て
い
る
(
千
賀
玉
斉
は
経
山
の
孫
弟

子
に
当
る
と
い
う
)
。
し
か
し
、
現
在
、
若
狭
に

は
「
比
吉
神
」
も
「
多
大
神
」
も
お
担
り
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
し
、
恐
ら
く
過
去
に
於
い
て

も
そ
の
よ
う
な
神
社
が
あ
っ
た
と
は
私
に
は
思
わ

れ
な
い
。
こ
の
比
吉
神
社
と
は
板
屋
一
助
著
『
稚

狭
考
』
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
若
狭
比

。古神
社
の
誤
り
に
違
い
な
い
し
、
若
狭
多
大
神
と

は
延
喜
式
神
名
記
に
於
い
て
遠
敷
郡
十
六
座
の
筆

頭
に
見
え
る
多
太
神
社
の
こ
と
を
読
み
誤
ま
っ
た

結
果
で
は
な
か
ろ
う
か
と
私
は
推
量
す
る
。
言
う

ま
で
も
な
く
、
こ
の
多
太
神
社
は
伴
信
友
の
『
神

社
私
考
』
三
に
も
説
か
れ
る
こ
と
「
多
太
神
社

タ

ダ

F
、A

ノ

:
)
y
y

在
二
多
太
肌
M
U
U
配
引
写
村
こ
に
よ
っ
て
も
知
ら

れ
る
如
く
タ
ダ
と
読
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

所
が
、
延
喜
式
を
結
く
と
近
江
国
伊
香
郡
の
神
社

に
「
多
太
神
社
」
と
あ
る
が
、
こ
の
読
み
仮
名
を

オ
ホ
タ
(
叉
は
ヲ
ホ
タ
)
ノ
大
神
と
付
し
た
例
が
あ

り
、
『
続
群
書
類
従
』
神
抵
部
所
収
「
清
滝
宮
勧

才

ホ

ノ

請
神
名
帳
」
等
を
見
る
と
大
和
国
十
市
郡
に
多
大

明
神
と
申
し
上
げ
る
神
社
が
あ
る
の
で

(
ζ

れ
こ

そ
多
氏
の
祖
神
神
八
井
耳
命
を
杷
る
神
社
で
あ
ろ

う
)
、
か
〉
る
例
か
ら
考
え
て
も
、
若
狭
の
多
太

神
社
も
特
に
こ
れ
を
「
多
大
神
」
社
と
み
な
し
た

場
合
に
は
直
ち
に
「
お
ほ
の
大
神
」
と
な
る
こ
と

が
想
像
さ
れ
る
。
『
稚
狭
考
』
に
も
「
多
田
神
は

遠
敷
の
神
に
お
な
し
と
い
へ
り
、
九
月
十
一
日
乙

れ
を
祭
る
。
同
日
な
り
。
故
に
か
へ
た
り
と
故
老

語
り
き
」
と
あ
り
、
信
友
も
然
ら
ば
両
社
に
関
係

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
で
、

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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遠
敷
明
神
と
多
太
神
社
、
或
は
多
大
明
神
と
の
関

係
に
つ
い
て
も
更
に
学
ぶ
必
要
が
あ
る
か
も
知
れ

ぬ
と
思
う
が
、
そ
の
御
祭
神
や
縁
起
に
関
し
て
は

と
も
か
く
も
、
「
遠
敷
」
な
る
名
称
が
多
太
ま
た

は
多
大
神
に
起
因
す
る
と
い
う
と
と
は
既
述
の
理

由
に
よ
っ
て
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま

た
、
羅
山
が
神
社
考
に
於
い
て
何
故
に
遠
敷
明
神

の
項
に
多
大
神
の
名
を
冠
し
た
の
か
、
確
答
は
で

き
な
い
ま
で
も
、
私
は
上
述
の
如
、
喝
さ
見
解
1
仮

定
ー
を
有
す
る
と
共
に
、
羅
山
の
心
裡
に
現
在

の
吾
々
と
同
じ
く
「
遠
敷
」
の
語
原
を
解
き
明
か

そ
う
と
す
る
願
い
が
あ
っ
た
も
の
と
臆
測
し
て
い

マ
心
。

所
で
、
林
羅
山
の
『
本
朝
神
社
考
』
に
於
け
る

若
狭
比
古
神
と
若
狭
多
大
神
に
つ
い
て
の
解
説
は

彼
の
甚
だ
し
く
嫌
っ
た
ら
し
い
「
浮
屠
一
一
関
ル
」

書
籍
、
即
ち
慌
北
沙
門
師
錬
が
撰
述
し
て
元
亨
二

年
(
一
三
二
二
年
)
に
上
表
し
た
と
こ
ろ
の
『
元

亭
釈
書
』
の
記
述
、
神
願
寺
の
項
と
東
大
寺
実
忠

の
項
を
そ
の
ま
〉
引
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

経
山
は
神
社
考
序
に
於
い
て
「
今
我
於
二
神
社

考
一
。
尋
ニ
遺
篇
一
訪
三
者
老
一
伺
二
縁
起
一
。
而
証
二

之
旧
事
紀
。
古
事
記
。
(
中
略
)
等
之
諸
書
一
。
以

表
出
之
。
其
間
叉
有
下
関
ご
子
浮
屠
一
者
上
。
則
一

字
低
書
而
附
ν
之
。
以
令
ニ
ν
見
者
不
一

ν
惑
也
。
」

永
江

「
遠
敷
」
の
諸
原

と
言
い
な
が
ら
も
乙
の
二
項
を
低
書
し
て
い
な
い

が
、
こ
れ
ら
の
両
者
ぞ
比
較
し
て
み
れ
ば
そ
の
文

章
が
余
り
に
も
よ
く
一
致
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、

羅
山
が
元
亨
釈
書
の
解
説
を
直
接
学
び
取
っ
た
こ

と
が
諒
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
元
亨
釈
書

に
は
つ
若
狭
比
吉
大
神
」
「
若
狭
多
大
神
L

の
名

は
見
え
ず
、
但
、
比
古
大
神
を
比
吉
大
神
と
誤
っ

て
神
社
考
の
先
例
を
な
し
て
い
る
。
元
一
宇
釈
書
よ

り
夏
に
遡
源
す
る
記
録
と
し
て
は
、
若
狭
比
古
神

に
つ
い
て
は
菅
原
道
真
公
編
、
寛
平
四
年
(
八
九

二
年
)
成
る
と
こ
ろ
の
『
類
楽
園
史
』
仏
道
部
七。

の
淳
和
天
皇
天
長
六
年
三
月
の
条
に
若
狭
比
古
神

と
神
願
寺
に
関
す
る
記
載
が
あ
り
、
遠
敷
明
神
に

つ
い
て
は
嘉
承
元
年
(
一
一

O
六
年
)
以
降
集
成

さ
れ
た
『
東
大
寺
要
録
』
の
諸
院
章
の
中
に
若
狭

逮
敷
明
神
が
二
月
堂
闘
伽
井
の
香
水
を
献
ぜ
ら
れ

た
こ
と
が
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
と

も
最
早
「
遠
敷
」
と
「
多
」
の
関
係
に
つ
い
て
向

う
べ
き
何
物
も
な
い
こ
と
は
元
学
釈
書
の
場
合
と

同
様
で
あ
る
。

最
後
に
、
前
出
『
稚
狭
考
』
に
は
若
狭
彦
神
社

に
つ
い
て
、
神
社
考
に
「
多
大
神
と
あ
り
て
遠
敷

の
神
の
事
と
し
、
僧
の
実
忠
二
月
堂
鴎
山
崎
の
因
縁

を
記
さ
れ
た
り
」
と
述
べ
、
引
続
い
て
「
多
・
大

・
遠
敷
、
訓
の
紛
れ
た
る
な
る
へ
し
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
稚
狭
考
の
著
者
が
、
羅
山
と
同
様
に
「
多

.
大
・
遠
敷
の
訓
が
共
通
す
る
か
ら
多
大
神
が
遠

敷
明
神
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
る

と
も
受
取
れ
る
が
、
逆
に
神
社
考
の
所
説
を
批
判

し
て
「
多
・
大
・
遠
敷
の
訓
が
類
似
す
る
の
で
多

大
神
と
遠
敷
明
神
を
混
同
し
た
の
だ
ろ
う
」
と
言

っ
て
い
る
も
の
と
解
す
ぺ
、
き
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

即
ち
然
り
と
す
れ
ば
、
経
山
の
解
釈
に
対
し
て
私

と
同
じ
批
判
を
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
わ
け
で
あ

る
。
市
し
て
、
稚
狭
考
の
別
の
箇
所
に
は
、
「
〔

倭
名
抄
〕
郷
名
凡
海
読
於
布
之
安
万
、
之
安
反
佐

と
あ
り
。
海
犬
養
此
地
の
人
欺
し
ら
す
。
於
布
、

遠
敷
相
通
し
、
今
に
て
は
に
の
字
を
一
副
て
ヲ
ニ
フ

と
い
ふ
。
」
と
あ
る
の
で
、

ζ

の
著
者
板
屋
一

助
が
「
遠
敷
」
の
語
原
を
、
凡
海
の
「
於
布
」
に

「
に
」
を
副
え
た
も
の
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
伺

わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
前
後
を
通
読
し
て

も
、
凡
海
と
遠
敷
の
関
係
は
全
く
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
し
、
「
凡
海
」
の
訓
が
ア
行
の
つ
お
」

で
始
ま
る
こ
と
も
遠
敷
と
一
致
し
な
い
。
た
だ
、

こ
れ
も
「
遠
敷
」
の
語
原
解
釈
が
如
何
に
困
難
で

あ
っ
た
か
を
証
す
る
一
例
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ

三
円
ノ
。

(
解
説
学
会
員
、

)
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